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執筆者一覧（本誌掲載順）本山節彌（もとやま・せつや）
一九三〇年、 朝鮮京城 （現韓国・ソウル） 生まれ。北海道大学工学部冶金工学科卒業。札幌の静修高、啓北商定時制・開成高で理科や数学を教えるかたわら、 演劇部の指導に没入。 「オホーツクのわらすっこ」 「水仙月の四日」 「大きな木」の三本（作・演出）で全国優勝。現在も札幌の劇団「青の会」と「森の会」で座付き作家、もっぱら北海道に根ざした脚本を書き続ける（演出も） 。 「オホーツクの女」は「青の会」旗揚げ公演として、一九六六年に発表。北海道文化賞・札幌芸術賞受賞。
鈴木喜三夫 すずき・きみお）
一九三一年札幌生まれ。フリー演出家。札幌北高校時代より 劇に興味を持ち、東京・玉川学園大学教育学科中退の後、ＮＨＫ東京などでライターになる。そ 後、故郷へ戻り、五九年、専門劇団「さっぽろ」を創設。代表・演劇研究所々長を歴任のあと、八六年対談、フリーの演出家となる。主 演出作品は『トタンの穴は星のよう』 『ひとりっ子』 ラヴ』 『森は生きている』 『氷点 「アンネ・フランク部作」 『飢餓海峡』 『セロ弾きのゴーシュ など。九四年北海道文化奨励賞、〇七年北海道文化賞受賞。〇四年に『北海道演
1945―
2000 』 （北海道新聞社刊）を上梓。
山根義昭（やまね・よしあき）
一九三八年生まれ。一九六三 、劇団新劇場に入団。俳優・演出のかたわら、北海道演集団副理事長、教文演劇セミナー専任講師、北の元気舞台選考委員等を歴任。俳優としての仕事は「森は生きている」 、 「この武器を敵 わたすな」 、 「おりん口伝」 、 「イルクーツク物語」 、 「霰」 、 「オホーツクの女」 、「からゆきさん」 、 「２００１年～夕張」 、 「父と
暮らせば」 、 「フユヒコ」 。演出としての仕事は「流氷の海に女工節が聴える」 、 「放浪記」 、 「授業」 、 「木に花咲く」 、 「霰」 、「江別あだ花六軒町」 、 「ゴジラ」 、 「岬を駆ける女」 、 「宮城野」 、 「キネマの天地」 、 「ら抜きの殺意
｣ 、 「高き彼物」 。今年は井上ひさし作品を
二本予定している。
菅村敬次郎（すがむら・けいじろう）
札幌啓成・札幌藻岩・札幌開成など 高校演劇部顧問として北海道に生きる若者を主題にオリジナル脚本を執筆 続けてきた。全国高等学校演劇コンクール （昭和
55年） で最優秀賞、
創作脚本賞を受賞。
56年度、北海道芸術新賞
に選出された。平成
11年、戯曲集「あしたは
天気」を出版。同書は北海道図書館協会選「北海道青少年のための推薦図書」に加えられいる。平成
15年、演劇工房「森の会」と札幌
国際大学人文学部・現代文化学科 表現芸術コースの 生 よる「音楽舞踏劇・イゼ ギリ婆さん」を演出し、ロシア・ユジノサハリンスクで公演、好評を得た。平成
18年度札幌
芸術賞受賞。
高橋克依（たかはし・かつより）
北星学園大学文学部教授神奈川県小田原市生まれ。学生時代よりアメリカ現代演劇を研究してきたが、最近になって、明治・大正期に北海道に成立した芸能にも強い関心を持つようになり、地芝居をはじめ、獅子舞、神楽等の資料収集・論考に積極的に取り組んでいる。
永田靖（ながた・やすし）
大阪大学文学研究科教授（ 学）近代演劇史・近代演劇論。近年はヨーロッパ近代演劇のアジア諸国での展開の研究 通して「ユーロ・ 」演劇（
=
ユーラシア演
劇）の弾力的な演劇史と理論構築を試みてい
る。また日本の地域演劇における公共圏と演劇性の関係にも注目している。ロシア・モダニズム演劇、近代演技論、演劇史学などについての論文多数。
金 　哲弘（キム・チョルホン）
一九九四年中央大学校演劇学科を卒業後、俳優として活動。一九九九年から二〇〇四年まで安養芸術高等学校演劇映画科で を指導。二〇〇四年中央大大学院で「舞台話術 ため前段階訓練方法研究」で修士 位を取得し、二〇〇六年に『舞台話術』を出版。二〇〇七年には 『俳優のための話術と 技』 を出版し 。歌手Ｒａｉｎ（ピ）やタレントのイワンなどの演技指導を行い、現在は中央 、ソウル芸術大学などで呼吸と発声・話 ・演技 講義しながら、演劇および映画分野で俳優として活動している。
堀田充規
( ほりた・あつみ）
大阪芸術大学助教授大阪芸術大学舞台芸術学科舞台制作専攻卒業、田中照三、板阪晋治に師事、舞台美術デザインを学ぶ。在学中に舞台テレビ美術家協会主催のデザインコンペ 入選、舞台 を志す。卒業後、副手として研究室に勤務し、舞台美術家として活動を始めるが、後に専任講師となり現職に至る 舞台美術家協会西日本支部理事、プラハ・カドリエンナーレ委員、演劇学会幹事
岸田真（きしだ・しん）
一九五九年生まれ。札幌光星高校在学中に、北大演劇部公演による唐十郎作『アリババ』 、『少女仮面』 、 『吸血姫』を観て強い印象を受ける。成城大学大学院文学研究科博士課程前期修了 桜美林大学総合 化学群専任講師、明治大学文学部兼任講師。演劇 専攻。
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竹生 　東（たけふ・あづま）
札幌市立北野台中学校教諭／札幌市中文連演劇専門委員会副委員長／北海道中学生演劇発表札幌大会実行委員会事務局長／劇団青の会所属（作・演出）／「札幌市中文連
10周年記
念合同公演」作・演出／「札幌市中文連
20周
年記念合同公演」演出／平成
16年度道銀芸術
文化奨励賞受賞。特に公的な支援団体を持たない 中学生演劇の北海道大会」を立ち上げ、開催、発展のために奔走中。だいぶ精力的に。
五十嵐英実（いがらし・ひでみ）
北海道帯広柏葉高等学校教諭一九六一年生まれ。つかこうへいに魅了され、大学時代に演劇の世界へ 富良野高等学校劇部顧問就任以来、十八年にわたって高校演劇を指導してきた。
米永道裕
一九六〇年札幌生まれ。札幌旭丘高校二年次より演劇部に所属し演劇を始め 一九八三北海道釧路湖陵高校で 部顧問となる その後、士別高校、札幌新川高校定時制、演劇部顧問を経て現在に至る。また、釧路、士別時代には市民劇団で役者として活躍もした。全道大会上演作品の執筆多数 一九九二年 『斑馬の嘶き』で創作脚本賞受賞。北海道 等学校文化連盟演劇専門部専門委員長。全国学 演劇協議会常任理事。
中島憲（なかじま・さとし）
北海道札幌稲雲高等学校教諭。一九六三年留萌生まれ。初任地である網走南ヶ丘高校より女満別・岩見沢西から現任校まで二十年間演劇部顧問である。十四年間南空知高校生演劇合同公演と昨年より西札幌高校演劇ワークショップを指導。日本獣医畜産大 畜産食品学科卒業。全国高等学校演劇協議会事務局。
加藤浩嗣（かとう・ひろつぐ）
北海道新聞記者一九六五年釧路市生まれ。早稲田大学政治経済学部卒業。大学時代に大野一雄や状況劇場、第三舞台、転形劇場、夢の遊眠社などを観て、舞台芸術の魅力に目覚める。二〇〇〇年九月から〇四年 月までの北海道新聞文化部在任中、演劇評や映画評を執筆。ダンスも含む年間最多観劇数（映画除く）は〇三年の二百四十四本（同一演目の複数観劇含む） 。現在も年間百二十本程度の観劇を続け、劇評ブログ「シアターホリック（演 病）
http://
ham
-pro.seesaa.net/ 」を主宰。
松井哲朗（まつい・てつろう）
演劇愛好者。演劇随想個人誌・季刊『続・観劇片々』発行 年金生活者。深川市在住。
藤村智子（ふじむら・ともこ）
北海道文化財団トータルコーディネーター。長年、札幌市芸術文化財団に勤務し、主に札幌市教育文化会館で、映画、音楽、演劇、能・狂言などの自首事業を担当。札幌芸術の森美術館副館 、札幌市教育文化会館事業課長を経て二〇〇六 退職。同年五月から北海道文化財団勤務。北海道演劇財団評議委員 札幌劇場祭審査委員。二〇〇七年度北海道舞台塾公演「正しい餃子の作り方」 （脚本・演出／納谷真大）エグゼクティブ
･
プロデューサー。
平田修二（ひらた・しゅうじ）
一九四七年神奈川県生まれ。一九七五年北海道大学理学研究科修士課程修了 同 に、演劇鑑賞会北座（当時の名称は札幌労演）事務局次長に就任、九六年まで事務局長、理事長を歴任。九六年北海道演 財団設立と同時に事務局長に就任。九八 以降 ＴＰＳ全作品をはじめ、多くの演劇公演のプロデューサーを務めている。
飯塚
 優子（いいづか・ゆうこ）
アートコーディネーター
\
赤い実企画代表、
レッドベリ スタジオ主宰スクリプター、コピーライターを経て、４丁目プラザ企画宣伝部入社。４プラホール 駅裏八号倉庫の運営を通じて地域演劇のマネジメントに携わるとともに、 札幌コンサートホールＫｉｔａｒａ建設に関する市民提言団体・ＳＴＰや北海道演劇財団設立 いたる市民活動などの事務局を担当した。現在は西区八軒の「レッドベリースタジオ」を拠点に、アトと社会をつなぐ活動を行っている。札幌学院大学講師。
和田研一（わだ・けんいち）
演劇専用小劇場ＢＬＯＣＨ
\
スタジオウノ代表
二〇〇〇年に閉館した札幌で唯一の演劇専門劇場「ルネッサンス・マリアテアトロ」の元マネージャー。 「マリアテアトロ」は本多 場グループの一つとして「本多小劇場」の名前で一九八六年に開場。現在手がけている「ＢＬＯＣＨ」もまた本多劇場と提携しており、地元劇団の公演以外にも、札幌・東京の作品の各種プロデュ ス公演 行なっている
斎藤ちず（さいとう・ちず）
演出家・アートマネージャ
\
ＮＰＯ法人コ
ンカリーニョ理事長愛媛県生まれ。北海道大学医学部中退。北海道大学在学中に演劇を始め、 九五 から演出活動とともに小劇場フリ スペ ス運営開始。ホールマネージャーとして、ダン公演やフェスティバルのプロデュースする。二〇〇四年 　札幌市西区より「ターミナ プラザことにパト 」の管理・運営を委ねられ、現在は、劇場再建のための設計から資金調達までの活動を行うとともに、さ ざまな文化プログラムの企画立案、運営を行っている。
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安念優子（あんねん・ゆうこ）
一九五二年留辺蕊町で生まれる。江別高校で演劇と出会う。一九八一年、夫と小劇場ドラマシアターどもを開くと共に 劇団ドラマシアターどもを旗揚げする。劇団での役割は、役者と制作。ライフワークは、平和をテーマにした二人芝居？「ババ漫才」の出前公演。普段は喫茶ドラマシアターどもの店主。 （江別市二条二丁目七
―
一・ドラマシアターどもⅣ）
勝見昭二（かつみ・しょうじ）
㈱ステージプランニング・ＫＡＴＳＵＭＩ一九六四年小樽市役所、市民会館勤務。九五年小樽マリンホール、 オープンと同時に当ホールと市民会館を兼務辞令にて二館を管理業務二〇〇三年小樽市役所退職。〇四年に後志地方になかった舞台制作会社ステージプ ンニングＫＡＴＳＵＭＩを創立。取締 。 役所に現職の時から、社団法人日本照明家協会会員。 在、協会理事。
五ノ井浩（ごのい・ひろし）㈱ほりぞんとあーと
音響部主任。 帯広市出身。 平成元年入社 以降、舞台
･
イベント等の音響オペレーター・プラ
ンナーを務める。現在、日本音響家協会北海道支部事務局長。
鈴木静悟（すずき・せいご）
一九七六年（昭和五十一年） 、舞台照明家、新村訓平氏に弟子入り、舞台照明を学ぶ。八二年（昭和五十七年） 、㈱ライズ（代表新村訓平氏、舞台照明を軸とする舞台スタッフの会社）の設立に参画。主として、演劇の照明を手掛けるも、一九九三年（平成五年） 、退社してフリーとなり 現在に至る。現在、日本照明家協会会員、北劇空間映像美術協会会員。
藤原得代（ふじわら・とくよ）
㈲クープドクニ取締役一九六九年ＨＢＣプロデューサ小南氏から邦楽邦舞メークを命ぜられ、これをきっかけに多方面から仕事の依頼多く 一九八〇年清水悌氏に師事、特殊メー を学ぶ。道内外、海外でもＴＶ、 ＣＭ、 スチール多数。現在に至る。ＮＰＯ札幌室内歌劇場会員、日本エステ協会公認フレアー講 、ＳＴＶ報道制作局専属ヘアメーク。
吉田ひでお（よしだ・ひでお）アーリオ工房
一九六六年札幌生まれ。一九九〇年北海道教育大学札幌分校特設美術科卒。在学中よりＴＶＣＭ広告映画演劇等の特殊美術、メイク、造形を手掛け卒業後 「アーリオ工房」 を名乗る。アミューズメント、博物館、ＴＶドラマやバラエティ、とあらゆるジャンルで活動中。
森一生（もり・かずなり）
北翔大学短期大学部教授札幌静修高等学校演劇部顧問就任（昭和
42年）
以来、長年にわたり高校演劇指導に尽力し、同校を二度の全国優勝にまで導いた。全国アマチュア演劇協議会の創作脚本賞を受賞するなど、高校 の中心的存在として活躍してきた。札幌市文化奨励賞・北海道文化奨励賞受賞。
村松幹男（むらまつ・みきお）
北翔大学短期大学部准教授北海道北見生まれ 高校時代より演劇をはじめ、北大のサークル「劇団アトリエ」を経て、大学在学中の一九八三年に「デパートメントシアター・アレフ」の旗揚げに参加。アレフの終了後（九〇年） 、九二年に「Ｔｈｅａｔｅｒ・ラグ・ ２０３」旗揚げ 代表。劇作 演出、役者。
大林のり子（おおばやし・のりこ）
北翔大学短期大学部准教授演劇学・演劇史。大阪大学大学院文学研究科にて演劇学を専攻 主に二十世紀初頭の上演や舞台美術について、上演史・演出論・演劇論・批評言語などの分析を通して、歴史的読み直しを試みている。現在は、劇場スタッフの育成に関する歴史や現状の調査研究も進めている。
田光子（チョン・クワンジャ）
北翔大学短期大学部講師札幌市生まれ 在日韓国人。幼少時代にバレエ、日本舞踊、韓国舞踊を習う。大 では英文学を専攻し、シェイクスピア劇 に関心を持つも、韓国・ソウルの梨花女子大学大院では韓国舞踊を実践・理論面において び、現在は本学の舞台芸術系で、舞踊芸術、身体表 などを担当する。
森井綾（もりい・りょう）
北翔大学生涯学習システム学部講師一九八八年北海道教育大 札幌分校卒業 以降フリーでデザイン業・デジタルコンテンツを中心にディレクターを営む。九五年㈱アドビデオ北海道入社。二〇〇〇年四月㈱アドビデオ北海道退職。〇六年から本学講師。
